
質問内容 

１－２－１ 2016.10.13 匿名 直接 

 

 先日、冷蔵庫やエアコンの冷媒などに使われている代替フロンの生産を規制する議定書の改定案が採択され

たと云うニュ－スが流れました。これについて教えて下さい。 

回 答 

 

オゾン層を破壊する物質に関する物質を規制する「モントリオール議定書」の締約国会合で、今月の１５日に、

冷蔵庫やエアコンの冷媒などに使用されている代替フロン「ハイドロフルオロカーボン」（ＨＦＣ）を新たに対象に

加えて生産を規制する議定書の改定案を採択しました。ＨＦＣは、分子中に塩素を含まず圧縮すると容易に気

体になるフロンで、オゾン層を破壊しないので、代替フロンとも呼ばれオゾン層を破壊する特定フロンの代わりに

用いられておりました。しかし、オゾン層を破壊しないものの、温室効果が二酸化炭素の数 100 から 4,000 倍にも

なるという厄介な問題も抱えていました。 

 

  改定案によると、各国はＨＦＣに代わる冷媒の開発や機器更新に費用や時間がかかることを考慮して対応に

差を設けて、以下如く段階的に削減を始めるようです。 

・日本を含む先進国  ：   開始年   2019 年から段階的に生産を削減 

目標     2036 年に 2011～13 年の平均値の８５％削減           

     ・中国などの途上国  ：   開始     2024 年から削減開始 

目標     2045 に 2020～２２年の平均比８０％削減 

・インドや中東諸国  ：   開始     2028 年から削減開始 

目標     2045 に 2024～26 年の平均比８５％削減 

 日本のＨＦＣ排出量は３１８０万トン（１４年度）で、１０年前の約３倍に増加している。昨年度施行されたフロン排

出抑制法では、業務用エアコンや冷凍庫を使うスーパーなどの事業者に、代替フロンなどを使った機器の点検

や漏れた量の報告を義務付けています。 

 国内の空調・冷却機器メーカーは先手を打って、別冷媒の適用などの対策を進めているところですが、経済的

で安全な、そしてより温室効果の低い冷媒の開発が大きな課題となります。 

 

 日本の一部のメーカーで温室効果がＨＦＣの約３分の１の新型代替フロン冷媒が既に開発されていますが、  

日本自然冷媒推進協会によると、アンモニアや二酸化炭素など自然界にある物質を冷媒とする動きが広がって

いる欧州連合（ＥＵ）諸国に比べると、「日本は代替フロン規制が遅れている」といいます。業界も「将来は環境負

荷が低い自然冷媒への転換を迫られる」との認識だが、「自然冷媒は可燃性があって取り扱いが難しいものもあ

り、導入コストが高い」点が課題と言われています。 

地球温暖化対策の視点から効果的な対策の加速化が望まれるところです。 

 

 

環境省（モントリオール議定書） http://www.env.go.jp/earth/ozone/montreal_protocol.html 

環境省（フロン排出抑制法）http://www.env.go.jp/earth/ozone/cfc/law/kaisei_h27/ 

日本フルオロカ－ボン協会 http://www.jfma.org/tikyuu/hfc.html 
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